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産業競争力のある企業における人材の確保と育成と維持に関する調査研究

─ものづくり企業，IT関連企業，及び建設業の比較─

はじめに

1．研究開始当初の背景

本研究は，産業競争力を蓄えている先端的な企業における「人材の育成」には，いかなる

特徴が見られるのかを探ろうとするものである．

付言するならば，複雑かつ高度な社会的要請に応えて，優れた業績をあげ続けている企業

においては，特別に優れた人材育成のシステムが，長年の試行錯誤を経て，強固に存在して

いるはずである．しかしそのような認識は，必ずしも有意な方法によって検証されないまま

に，いわばアプリオリに存在してきたようにさえ思われる．しかし，ここでは，より現実に

即して吟味を行うならば，実際にはそのような認識とは異なる現実が存在しているのではな

いか，という意欲的な仮説に基づいている．このことを先行する若干の企業分析と既存の研

究に基づいて，明らかにすることとする．

2．研究の目的

実態を反映しない説明は，社会にとって有害なことさえ多いと考える．事業の先端を目指

す企業にとって，それを担う人材育成をいかに進めるかは重要な課題となっている．加えて

経営学としての説明体系にとっても，通説を覆すことのできる事実を捉えることは有意義と

いうべきである．

3．研究の方法

一定の産業競争力を有する企業においては人材の育成はどのように行われているのだろう

か．そこには合理的で，強固な人材育成システムが構築されているものと考えられる．しか

しながら，ここではそれを，いかなる構造になっているかを概略として捉えようとする方法

はとっていない．アンケート調査によって普遍的な動向を，一挙に平均的な姿で捉えようと

する方法は，“一般的で，理解されやすい questionnairesによる，単純な回答 ”方式の調査で

あるならば，必ずしも現実に近い事実把握は不可能だという認識にも基づいている．

以上のような考え方と研究姿勢に立って，主として，有意義で適切と考えられる企業の事

実に触れての「聞き取り調査」，加えて，関連する文献，さらには極めて直近の実態を伝え

るメディア情報等に基づいて，調査研究を行った．
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